
Theory of Change 2020 2015年発行時点

◎各項目の確認

◎目標（Goal）

行政や市民コミュニティ財団、地域金融機関等と連携し、
全国各地が参考にできる「地域内“志金”循環モデル構想」を実現する



Theory of Change 2020 事業の変化等

目標（Goal） 行政や市民コミュニティ財団、地域金融機関等と連携し、
全国各地が参考にできる「地域内“志金”循環モデル構想」を実現する

事業を実施する主体から協力・連携へ変化

事業を休止中

事業を実施する主体から協力・連携へ変化

事業を実施する主体から協力・連携へ変化



Theory of Change 2020 結果

--------------------------
●正会員数：492人

●出資総額：3,905万円
→活用しきれていない状況
--------------------------
●融資件数：65件

●融資総額：1億5,139万円
→資金調達の多様化
--------------------------
●リモートレンジャーの増加

●学生レンジャーの増加
--------------------------
●情報会員数：22名
→会員制度の見直し
→交流イベント等の推進
--------------------------
●正会員の参加率・議決権行使等
→音信不通の会員への対応
→ML以外の検討

●貸し倒れなし
→引き続き、融資先への伴走
コミュニケーション等の強化

--------------------------

新型コロナウイルス感染症拡大の影響から、これまでのあたり前が変化している中、
新しい取り組みが少しずつ生まれています。



◎KPI(Key Performance Indicator/2025 年の目標達成を判断するための評価指標)

団塊の世代が75歳以上になる2025年までに、愛知県の15信用金庫の預金総額
(約14.5兆円) のうち、地域外へと流出している約7.4兆円の1%(740億円)がNPOに
循環する地域を実現している。

・NPOの資金借入先の84%以上が地域金融機関(地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金
庫)になっている
・すべての地域金融機関(地方銀行、信用金庫、信用組合)が地域密着型金融推進計画に
「NPO支援」を記載している
・すべての都道府県で行政や市民コミュニティ財団、地域金融機関(地方銀行、信用金庫、
信用組合、労働金庫)の連携によるNPO支援のプラットフォームが誕生している
・すべての地域金融機関(地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫)が NPO 向け融資制
度を創設している
・50%以上の地域金融機関(地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫)が NPOと連携して
人材育成に取り組んでいる

Theory of Change 2020 今後に向けて

⇒2021年7月現在、momoの体制では十分に取り組むことが難しい状況です。
今後、指標の内容や達成時期を変更する可能性があります。


